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「JPGIS-XML ビューF」はまだ開発段階のプロトタイプです。全ての JPGIS-XML ファイルに対応して

いるわけではありません。 

 

「法務局の地図 XML をシェープに変換」など、試用できるように変換メニューを表示しますが、変換については専用

ライセンスが必要です。 
 

Windows8.1のタブレットの対応については、次のドキュメントを参照してください。 

 http://www.geocoach.co.jp/download/GeoCoach3D-series-8-tablet.pdf 
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１．はじめに 

 

1.1. 概要 

 
JPGIS-XML ビューF は地理情報標準プロファイル(JPGIS)の空間データ製品仕様書に準拠した XML データファイル（基

盤地図情報など）のビューアです。XML ファイルの地物の図形を２D と３D で表示し、選択された地物の属性の内容を

知ることができます。３次元のデータから TIN を作成表示や、シェープファイルを重ねて表示できます。 

 

   
 基盤地図情報ダウンロードデータ 

 

  
基盤地図情報(数値標高モデル)5m メッシュ(標高) 
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基盤地図情報(数値標高モデル)10m メッシュ(標高)から作成した TIN 

 
JPGIS-XML ビューFは XML ファイル内の図形 GM_Point, GM_Curve, GM_Surface に注目し、これを参照する要素を地物

(Feature)として特定しています。従って、未知の空間データ製品仕様書の XML ファイルでも、上記図形があれば表

示することができます。 

 

 

図形 

・ GM_Point 

・ GM_Curve 

・ GM_Surface 

地物 

・属性 

 
 
JPGIS-XML ビューF は以下のようなファイルの入力・表示をサポートしています。 

 
 

【シェープファイル】 

【JPGIS-XML ビューF】 

・ ３次元表示 

・ ２次元表示 

・ 属性表示 

【JPGIS-XML ファイル】 

 

【TIFF ファイル】 

 
 

【インストール】 

[GeoCoach3D シリーズ８インストール説明書を参照してください。 

 http://www.geocoach.co.jp/download/GeoCoach3D-series-8-install.pdf 

 

【起動】 

Windows のスタートメニューのプログラムから、[GeoCoachSystems]-[JPGIS-XML ビューF]で起動します。 

 

【終了】 
[ファイル]メニューの[終了]で、終了します。 

http://www.geocoach.co.jp/download/GeoCoach3D-series-8-install.pdf
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２．ファイル入力 

 

2.1. JPGIS-XML ファイルを開く 

 

[ファイル]メニューの[開く JPGIS-XML 1] [開く JPGIS-XML 2] [開く JPGIS-XML 3]を選択し、ファイルチューザー

で JPGIS-XML ファイルを選択してください。複数のファイルが選択でき、同時に開くことができます。フォルダが選

択されている場合、フォルダ下のすべての JPGIS-XML ファイルを開きます。 

[開く JPGIS-XML 1] [開く JPGIS-XML 2] [開く JPGIS-XML 3]は同じ機能ですが、それぞれ前回ファイルを開いたフ

ォルダを表示しますので、異なる内容の JPGIS-XML ファイルが異なるフォルダにあって、重ねて表示したい場合に使

い分けできます。 

   
【データを３Ｄ表示する】ONの場合、[３Ｄ表示]に地物を表示します。３Ｄ表示のために専用のデータ構

造を作成する為、メモリ使用量が増加します。地物の数が数万個以上と多い場合、メモリ不足を起こすこ

とがあります。この場合、「データを３Ｄ表示する」を OFFにしてください。 

【データを囲む矩形を表示する】ON にすると、地物の図形を囲む矩形を[３Ｄ表示]パネルに表示します。 

【地物を[地物リスト]にリストアップする】ON の場合、地物の名称や ID などをウィンドウ右側の[地物リ

スト]にリストアップします。リストの項目を選択すると、該当する地物を[２Ｄ表示][３Ｄ表示]パネル

の中央に表示します。地物の数が指定された数以下の場合、リストアップします。 

【座標が緯度経度の場合、平面直角座標系で表示する】XML ファイルの座標が緯度経度で記録されている

場合、座標を日本測地系 2000の平面直角座標系に変換して表示します。その他の場合は、XML に記録され

ている座標で表示します。従って、平面直角座標系のデータと緯度経度のデータを重ねて表示できます。。 

【標高値(メートル)データがある】XML ファイルの座標に Z 値がなくても、属性として標高値を表す要素

がある場合、その値を標高値として３次元表示することができます。属性名はカンマで区切って複数個指

定できます。例「alti,標高値」。 

 

地物の XML ファイルを開く際に、同じフォルダにあるスキーマファイル(例 FGD_DLD_Schema.xsd,AgriAppSchema.xsd)

やコードを定義した XML ファイル(例 PrefCodeCd.xml,CityCodeCd.xml, MajSecCodeCd.xml, MinSecCodeCd.xml など)

もリードします。これらの情報を参照し、[属性値]パネルの備考にコード値に対する名称などを表示します。 

スキーマファイルが同じフォルダに無い場合、インターネットに接続し、スキーマファイルを探します。その際に次

のようなダイアログが表示される場合があります。 

   
この場合、「常に全てのポートでこのプログラムからの接続を許可する」を指定してください。 
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XML ファイルはサイズが大きいので、読み込むのに多少時間がかかりますので、処理状況を表示します。 

   
 

ファイルをリードすると、地物の図形を[２Ｄ表示][３Ｄ表示]パネルに表示します。 

ウィンドウ下 側の [ レポ ート ] パネルに exchangeMetadata の内容や地物の 数などを表示 します。

   
 

   
 

    
また、ウィンドウ右側の[データ]パネルに開いた JPGIS-XMLファイル名を表示します。ここのポップアップメニュー

で、表示非表示を指定したり、閉じたりすることができます。 
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2.2. シェープファイルを開く 

 

[ファイル]メニューの[開く シェープファイル]を選択し、ファイルチューザーでシェープファイルを選択してくだ

さい。前回ファイルを開いたフォルダを表示します。複数のファイルが選択でき、同時に開くことができます。フォ

ルダが選択されている場合、フォルダ下のすべてのシェープファイルを開きます。 

  
【属性に標高値(メートル)がある】属性に標高値が入っている場合、指定された属性名の値を標高値とし

てリードし、３次元のオブジェクトにします。該当する属性名称がなければ、指定は無効です。 

【データを３Ｄ表示する】ONの場合、[３Ｄ表示]にオブジェクトを表示します。３Ｄ表示のために専用の

データ構造を作成する為、メモリ使用量が増加します。オブジェクトの数が数万個以上と多い場合、メモ

リ不足を起こすことがあります。この場合、「データを３Ｄ表示する」を OFF にしてください。 

【データを囲む矩形を表示する】ON にすると、オブジェクトの図形を囲む矩形を[３Ｄ表示]パネルに表示

します。 

【属性情報などレポートする】シェープファイルの属性の名称や型、フィールド長などを[レポート]パネ

ルに表示します。 

【属性を[属性リスト]にリストアップする】オブジェクト毎の属性値の一覧を[属性リスト]にリストアッ

プします。オブジェクトの数が指定した数以下の場合、リストアップします。 

 

ファイルをリードしている間に、ウィンドウ下側の[レポート]パネルに、ヘッダの内容やオブジェクト数などを表示

します。ファイルのリードが終わると、オブジェクトを[３Ｄ表示]および[２Ｄ表示]パネルに表示します。[３Ｄ表

示]パネルでは３D データを囲む直方体を線で表示します。また、シェープファイル中の範囲を示す矩形も表示します。

ウィンドウ右側[データ]パネルにファイル名のノードを追加します。ここで表示非表示などが指定できます。 

 

2.3. TIFF ファイルを開く 

 

[２Ｄ表示]パネルが表示されている状態で、メニュー[ファイル]-[開く TIFF]で開くことができます。TIFF ファイル

のフォルダが選択された場合、そのフォルダ内の全ての TIFF ファイルについて、範囲をチェックし、[２Ｄ表示]で

表示されている範囲と重なる TIFF ファイルをリードします。ファイルが選択された場合、[２Ｄ表示]の表示範囲に

関係なく、その TIFF ファイルをリードします。 
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 【ワールドファイル.tfw を参照する】画像の表示位置についてワールドファイルを参照します。座標は平

面直角座標系で記録されていることを想定しています。 

 【GeoTIFF のタグを参照する】TIFF ファイルに GeoTIFF のタグが記録されていれば、表示位置について参

照します。対応しているタグのタイプは平面直角座標系のみで、対応していないタグの場合、表示できま

せん。ワールドファイルが指定されている場合、ワールドファイルの位置を優先します。 

 【地図情報レベル 2500】TIFFファイル名が地図情報レベル 2500 の図郭名の場合、図郭から表示する位置

を特定します。 

 【表示の解像度】画像イメージのサイズが大きい場合、そのままメモリ上に取り込んで表示するか、縦横

半分のサイズにメモリ使用量を減らして表示するかを指定します。 

 

TIFF の画像は[２Ｄ表示]パネルに表示し、[３Ｄ表示]パネルには表示しません。 

TIFF ファイルの画像サイズが大きい場合、メモリ不足を起こすことがあります。32bit の Windows では、サイズが

8000x6000 はリードできますが、10000x7500 ではメモリ不足を起こします。 
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3. ３D 表示と２D 表示 

 
このプログラムは[３Ｄ表示]と[２Ｄ表示]の両方をサポートしています。表示のコントロール方法が異なります。 

 

3.1. 参照点 

 
注目している点を「参照点」としています。参照点を中心に３次元表示の回転・ズームします。見たい地物を参照点

とすることで、いろいろな角度から自由に見ることができます。左マウスボタンのダブルクリックで選択された地物

上の座標が参照点になります。 

・ [３Ｄ表示]パネルでは、XYZ 軸に平行な６本の一点鎖線で参照点位置を示します。北向きの線を明るく表示して

います。この線と参照点の隙間は、実座標で 1.0cm です。[２Ｄ表示]では、縦横の十字の線で示しています。 

・ [データ]パネルの[データ] のポップアップメニュー [参照点位置表示(ON/OFF)]でこの線の表示非表示が指定

できます。 

・ ツールバーに参照点の座標を表示します。また、座標を入力することで、参照点が変更できます。 

・ JPGIS-XML ファイルをリードした直後は、地物データの中心が参照点となっています。 

・ [属性リスト]パネルに表示されている項目をクリックすると、該当するオブジェクトが参照点になります。 

 

3.2. マウスによるコントロール 

 
３次元表示はマウスでコントロールします。 

・ 左ボタンドラッグ：参照点を中心に地図表示を回転します。横方向の移動で、参照点を通る鉛直線を軸にして回

転します。縦方向の移動で、参照点を中心として地図を見る視点が上下します。 

・ ホイール(中ボタン)ドラッグ：地図表示の参照点を中心にズームします。上方向で縮小、下方向で拡大します。

ツールバーのズームスライダが連動します。 

・ 右ボタンドラッグ：地図表示をスクロールします。地図の表示を上下左右に移動します。参照点の座標は変わり

ません。 

・ 左ボタンクリック：オブジェクトを選択します。選択されたオブジェクトの座標を[座標値]パネルに表示します。

また、ステータスバーと[レポート]パネルに座標値と分類コード、名称を表示します。 

・ 左ボタンダブルクリック：オブジェクトを選択すると同時に、マウスポインタ位置の地図データの点が参照点に

変わります。参照点の座標を変更し、参照点が地図の中心になるように表示します。 

・ 左ボタンクリック(コントロールキー)：マーク点の指定と解除。 

・ 右ボタンクリック：マウスポインタ位置の地図データの情報表示。ステータスバーと[レポート]パネルに座標値

と分類コード、名称およびマーク点からの距離・方向角を表示します。 

 

２次元表示では、次の操作が可能です。 

・ ホイール(中ボタン)ドラッグ：地図表示の参照点を中心にズームします。上方向で縮小、下方向で拡大します。

ツールバーのズームスライダが連動します。 

・ 右ボタンドラッグ：地図表示をスクロールします。地図の表示を上下左右に移動します。参照点の座標は変わり

ません。 

・ 左ボタンクリック：オブジェクトを選択します。選択されたオブジェクトの座標を[座標値]パネルに表示します。

また、ステータスバーと[レポート]パネルに座標値と分類コード、名称を表示します。 

・ 左ボタンダブルクリック：オブジェクトを選択すると同時に、マウスポインタ位置の地図データの点が参照点に

変わります。参照点の座標を変更し、参照点が地図の中心になるように表示します。 

 

3.3. ツールバーでのコントロール 

 

 
 

・  デフォルト表示：ファイルを開いた時の表示に戻します。 

・  ２分の１縮小： [２Ｄ表示]パネルでの地図表示を小さくします。 

・  ２倍拡大：[２Ｄ表示]パネルでの地図表示を拡大します。 

・  矩形範囲拡大：[２Ｄ表示]パネルで上で指定された矩形範囲を拡大表示します。 

・ ズーム： [３Ｄ表示]パネルの参照点を基準にズームします。マウスホイール(中ボタン)によるドラッグと同じ

です。 

・ 回転：[３Ｄ表示]で、マウス左ボタンのドラッグによる視線の回転操作の有効無効を指定します。チェックをは

ずすと、地図を真上から見た状態にし、北側が上になるように表示します。 
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・  鉛直表示：[３Ｄ表示]で、参照点を真上からみるように３Ｄ表示を回転させます。 

・ 鉛直方向スケール：[３Ｄ表示]で、鉛直方向のスケールを指定します。デフォルトは 1.0です。最小値を選択す

ると、地図データがほとんど同一平面上に乗り、地図を２次元として見ることができます。また、大きい値を指

定することで、等高線などの間隔が広くなり、標高値が確認しやすくなります。市街地などほとんど平坦な部分

での標高値確認が容易になります。 

・ 参照点 XYZ：参照点の位置を測量座標で表示しています。座標値の数値入力で、参照点座標が変更できます。マ

ウス右ボタンのポップアップメニューでコピーと貼り付けができます。 

・ XML：JPGIS-XML の表示非表示を切り替えます。ファイル別の表示切り替えは[データ]パネルで指定できます。 

・ シェープ: シェープファイルデータの表示非表示を切り替えます。 

・ チェック: チェックリストに表示している項目の点の表示非表示を切り替えます。 

・ TIN:TIN の表示非表示を切り替えます。 

 

3.4. ピッキング 

 
マウスボタンクリックによる地図データの選択を「ピッキング」としています。左マウスボタンのクリックでオブジ

ェクトの選択、ダブルクリックでオブジェクトの選択と参照点の指定ができます。表示されていない地図データはピ

ッキングできません。オブジェクトが全く重なっている場合、同じ箇所でピッキングすることにより、順次異なるオ

ブジェクトを選択していきます。地図の広い範囲を表示した状態でピックすると、マウスポインタの位置から離れた

地物がピックされることがあります。この場合、ズームで地図表示を拡大してから、再度ピックしてみてください。 

選択されたオブジェクトは赤くハイライト表示されます。また、図形がポリライン・ポリゴンの場合、ピッキング位

置に最も近い点を黄色でハイライトします。 

 

3.5. マーク点 

 
地物が選択されていない状態で、コントロールキーを押しながらのマウス左ボタンクリックで、ピックされた座標を

「マーク点」としています。右ボタンクリックで、マーク点からの方向角や距離を表示します。なにもないところを

クリックすることで、マーク点が解除できます。 

 

3.6. その他 

 
[３Ｄ表示]では、２次元のオブジェクトは標高値-999.0m の位置に表示します。JPGIS-XML ファイルとシェープファ

イルのデータの範囲を示す矩形も-999.0m です。 
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4. ファイルメニュー 

 
ファイルの入力については、「２．ファイル入力」で説明しています。 

開いた後の処理は、それぞれファイル別に行うため、[データ]パネルのノードのポップアップメニューに設定してい

ます。 

 

4.1. スナップショット 

 

３Ｄパネルの画像について印刷やクリップボードへのコピーができます。 

   
 

【画像サイズ】作成する画像のサイズを指定します。サイズが大きいほど、より高解像度の画像が作成できます。３

Ｄパネルの画像より高解像度の画像を作成することができます。サイズの縦横比が３Ｄパネルと異なる場合、３Ｄパ

ネルの横方向を合わせます。高解像度の画像ほど、メモリ使用量が大きくなり、作成に時間がかかります。また、サ

イズが大きい場合、メモリ不足を起こし、画像が作れない可能性があります。 

 

【保存】作成した画像を TIFF ファイルに保存します。OK ボタンを押すと、ファイル名を指定するダイアログを表示

します。画像サイズが数千ｘ数千と大きい場合、【表示】や【クリップボードへコピー】ではメモリ不足を起こす可

能性が大きくなります。その場合、一旦ファイルへ保存してから、他のプログラムで処理することをお勧めします。 

   
 

【表示】ウィンドウを開き、作成した画像を表示します。 

ファイルメニューには「クリップボードへコピー」と「印刷」があります。 

 

【印刷】作成した画像を印刷します。イメージ作成後、印刷ダイアログを表示します。 

   
 ページの設定にかかわらず、１ページのみ印刷します。 
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【クリップボードへコピー】作成した画像をクリップボードへコピーします。他のアプリケーションで貼り付けるこ

とができます。 

 

背景色はメニュー[表示]-[背景色]での変更できます。 

参照点を示す一点鎖線の表示は[データ]パネルの[データ]のポップアップメニュー[参照点位置表示(ON/OFF)]で切

り替えることができます。 

 

スナップショット後、３Ｄパネルが背景色のままで地図が表示されないことがあります。この場合、JPGIS-XML ビュ

ーF のウィンドウを「最小化」した後、「元のサイズに戻す」で戻ります。 

 

 

 

4.2. 開く 写真 Exif 

 

緯度経度情報が含まれる JPEG 画像をリードし、撮影位置や画像を表示します。次の PDF を参照し

てください。 

 http://www.geocoach.co.jp/download/GeoCoach3D-series-8-exif.pdf 

 

 

http://www.geocoach.co.jp/download/GeoCoach3D-series-8-exif.pdf
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5. 表示メニュー 
 

・ 垂直シフト表示 

選択している地物全体を一時的に上下に表示します。[3D パネル]では鉛直(Z 軸)方向に、[2D パネル]では画面の

上下方向に移動します。地物が重なっていている場合、確認するために地物をずらして表示するための機能です。

メニューで指定した距離だけ情報に移動表示します。繰り返すと、その距離だけ上下方向に表示が移動します。

多数の地物が重なっているケースがあるので、複数の地物が垂直シフト表示できます。[全解除]メニューですべ

ての地物の垂直シフト表示を解除します。重なりの確認が済んだら、このメニューで解除してください。表示を

シフトするだけで、地物が持っているＺ値は変化しないので、安心してシフト表示ができます。ツールバーのボ

タンも同様です。 

   
【+1cm】、【-1cm】 : 1cm だけ表示位置を上下します。 

【+10cm、【-10cm】 : 10cm だけ表示位置を上下します。 

【+1m】、【-1m】 : 1m だけ表示位置を上下します。 

【全解除】:すべての地物の垂直シフトを解除します。 

・ デフォルト表示：ファイルを開いたときの表示に戻します。 

・ 鉛直表示：[３Ｄ表示]で、参照点を真上からみる表示に変わります。 

・ 背景色...： [３Ｄ表示] [２Ｄ表示]パネルの背景色が指定できます。 

・ 環境光(ON/OFF) ：[３Ｄ表示]で、地図全体に対する環境光の ON/OFF を指定します。 

・ 環境光...：[３Ｄ表示]で、地図全体に対する環境光の色をダイアログで指定します。 

・ 平行光(ON/OFF) ：[３Ｄ表示]で、平行光の ON/OFF を指定します。 

・ 平行光...：[３Ｄ表示]で、平行光の色をダイアログで指定します。 

・ 平行光方向：[３Ｄ表示]で、平行光の方向を指定します。デフォルトは北西方向からの光です。 

・ 平行光仰角：[３Ｄ表示]で、平行光の仰角を指定します。デフォルトは 60 度です。 

・ 表示設定：上記以外の表示内容を設定します。 

  

 

矢印の長さ 

矢印の長さの半分 

 
【方向矢印】選択されたオブジェクトを点列でハイライトする場合、点列の方向を示す矢印を表示します。 
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6. ツールメニュー 

 

6.1. JPGIS-XML  地物リストアップ 

 

リードしている JPGIS-XML ファイルについて、要素名と要素値および要素数を表示します。要素値や地物数の確認に

使えます。 

   
【ファイル名】開いている JPGIS-XML ファイル名と地物の数を表示します。 

【要素名】選択された JPGIS-XML ファイルでの地物の属性情報となっている要素の名称の一覧を表示します。 

【要素値】選択された要素名について要素の文字列とその文字列が使われている地物の数を表示します。 

 該当する要素がない地物の場合、「（要素なし）」、要素があっても文字列がない場合、「（値が空白）」と表

示します。 

   
 

同じ地物が複数の XML ファイルに分割されている場合、複数のファイル名を選択し、まとめて要素値と要素数が確認

できます。 

   
 

要素値を選択し、[OK]ボタンで[チェックリスト]に該当する地物をリストアップします。地物の数が多いと、リスト

アップに時間がかかり、メモリ消費量も増えてしまいます。 

   
 

[チェックリスト]の項目を選択すると、[３D 表示][２D 表示]パネル中央に該当する地物を表示し、また[属性値]パ

ネルに要素名と要素値を表示します。 

 

6.2. JPGIS-XML  ラベル表示 

 

リードしている JPGIS-XML について、指定した要素の内容の文字を[３D 表示]と[２D 表示]パネルに表示します。 
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ファイルを選択し、要素の名前を選択した状態で、OK ボタンを押すと、右側のリストの文字を地図上に表示します。 

   
【３D表示での文字サイズ(m)】３Ｄ表示での文字の高さを実座標で指定します。２D表示では文字サイズは固定です。 

【３D 表示ではビルボード】ON の場合、文字が常に視線方向を向くように表示します。OFF の場合、北側を上にして

水平に表示します。 

【チェックリストにリストアップする】表示した文字と地物を[チェックリスト]パネルにリストアップします。地物

に指定した要素が無い場合、あっても要素の内容が空白の場合はリストアップしません。リストアップされた項目を

選択すれば、該当する地物を[３D 表示]と[２D 表示]パネル中央に表示します。 

【クリア】このメニューで表示している文字を全て消去します。 

 

地物が面の場合、ラベルの文字列の左下角が面の内側に入る位置に表示します。地物が線の場合、線の中点付近の点

が文字列の左下角になります。 

ラベルの３Ｄ表示では、数が多いとラベル用のメモリ消費が増大し、表示まで時間がかかります。 

 

6.3. シェープ 地物リストアップ 

 

リードしているシェープファイルについて、属性名と属性値およびレコード数を表示します。 

   
属性値を選択し、[OK]ボタンで[チェックリスト]に該当するレコードをリストアップします。 

   
 

[チェックリスト]の項目を選択すると、[３D 表示][２D 表示]パネル中央に該当するオブジェクトを表示し、また[属

性値]パネルに属性値を表示します。 
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7. 基盤地図情報メニュー 

 

7.1. シフト表示 

 
基盤地図情報ダウンロードデータの地物「行政区画」と「行政区画界線」「海岸線」など、面と線が重なっています。

どちらかの地物を鉛直方向（３Ｄ表示）あるいは上下方向（２Ｄ表示）にずらして表示することで、重なっている状

況が判別しやすくなります。 

   
 

シフトして表示したい地物と距離を指定し、[OK]ボタンで、表示が変わります。[全解除]ボタンで、すべての地物の

シフト表示を解除します。 

  （３Ｄ表示の例） 

 

 

  （２Ｄ表示の例） 
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8. TIN メニュー 

 

8.1. TIN 作成 

 
開いている XML データの三次元の点、線、面から TIN(Triangular Irregular Network)を作成します。 

TIN 作成は平面直角座標系の座標値を想定していますので、リード時に平面直角座標系に変換した状態で行ってくだ

さい。 

・ 作成後、TIN を[３Ｄ表示]パネルに表示します。 

・ [データ]パネルのツリー[TIN]ノード下に[地図から作成]ノードを追加し、表示非表示や表示色など指定できる

ようになります。 

・ TIN 作成処理には多少時間がかかります。ダイアログで、終了までの予想時間を表示します。TIN 作成処理途中

での取り消しができます。 

 

 
 

点 

３次元の点を TIN 作成に使います。 

 

線、面 

３次元のの線と面を TIN 作成に使います。 

 

線、面の近くの点は対象外 

線と面の近くの点は TIN 作成に使いません。 

 

 

対象外 

TIN 作成で、参照しない地物を指定します。 

 

TIN 作成範囲 

参照点を中心とした矩形内の点・線・面を参照し、TIN を作成します。 
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DEM 点の表示                DEM 点から作成した TIN 

 

  

  
DEM 点と TIN を重ねて表示 
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9. パネル 

 
ウィンドウ右側と下側のパネルについての説明です。 

 

9.1. データパネル 

 
リードしている JPGIS-XML ファイル、シェープファイルについてツリーで表示します。それぞれのファイルデータの

表示非表示などが指定できます。マウス右ボタンで以下のポップアップメニューを開きます。 

   
 

【データ】 

   
 【参照点位置表示(ON/OFF)】３D パネルで参照点を示す十字の破線の表示非表示。 

 

【JPGIS-XML】 

 【全て閉じる】開いている JPGIS-XML ファイルを全て閉じます。 

 【一部閉じる】JPGIS-XML ファイルのリストを表示し、選択された複数のシェープファイルを閉じます。 

 ファイル名を選択し、ポップアップメニューで、ファイル毎に表示非表示が指定できます。 

    
 

【シェープファイル】 

 【全て閉じる】開いているシェープファイルを全て閉じます。 

 【一部閉じる】シェープファイルのリストを表示し、選択された複数のシェープファイルを閉じます。 

 

9.2. 属性リストパネル 

 
JPGIS-XML ファイル内の地物をリストアップします。JPGIS-XML ファイルを開く際に、リストアップを指定します。 

   
 

9.3. 属性値パネル 

 
選択されているオブジェクトの情報を[属性値]パネルに表示します。 
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9.4. 座標値パネル 

 
選択されているオブジェクト(ポリライン・ポリゴン、点)の座標と点間の勾配、標高差、水平距離を[座標値]パネル

に表示します。 

   
・ 選択されているオブジェクトの線を赤く表示します。 

・ 選択されている行の点を、３Ｄ表示で黄色く表示します。また、３Ｄ表示でクリックした点が選択行になります。 

・ 表の項目名を横にドラッグすることで、列の表示順序が変更できます。 

・ ポップアップメニューで、選択されている点を参照点とし、３Ｄパネル中央に表示することができます。 

 

9.5. レポートパネル 

 
選択されたオブジェクトの情報やファイルリード処理の進行状況などを表示します。ポップアップメニューで内容を

コピー、削除できます。 

  
 

9.6. チェックリストパネル 

 
[ツール]-[シェープ属性値別リストアップ]で該当するオブジェクトを表示します。項目を選択すると、そのオブジ

ェクトが選択状態となり[属性値]パネルにデータを表示し、また[３D 表示][２D 表示]パネル中央に表示します。 
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10. その他 
 

10.1. JPGIS-XML ファイルの表示色 

 
プログラムをインストールしたフォルダにある「JPGISColorTable.csv」で地物の表示色が指定できます。インスト

ールフォルダの下にフォルダ「def」を作成し、このファイルのコピーを置いて変更してください。「def」フォルダ

のファイルを優先して参照します。このファイルの設定を変えることで、表示色が変更できます。内容はファイル内

にコメントで説明しています。 

   
 

10.2. シェープファイルの表示色 

 
プログラムをインストールしたフォルダにある「SHPColorTable.csv」でシェープファイルの色を設定しています。

インストールフォルダの下にフォルダ「def」を作成し、このファイルのコピーを置いて変更してください。「def」

フォルダのファイルを優先して参照します。このファイルの設定を変えることで、表示色が変更できます。内容はフ

ァイル内にコメントで説明しています。 
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10.3. ダイアログの記録 

 
ダイアログの OK ボタンで処理を実行する際に、ダイアルでの設定項目を記録し、次回起動時でのデフォルトとして

表示しています。記録は、JPGIS-XML ビューF のインストールフォルダ(Vista では C:¥ユーザ¥(ログイン

名)¥AppData¥Roaming¥GeoCoachSystems¥JPGIS-XML ビューF)下の「ini」フォルダにあり、「(ダイアログ名).ini」の

ファイル名でダイアログ別に記録しています。デフォルトに戻すには、このファイルを削除して下さい。 

 

10.4. メモリ使用量 

 

プログラムとデータ全体で最大約１.5G バイトのメモリを使います。データ量が多い場合あるいは処理を行う際の作

業用データのメモリを使う際に１.5G バイトを超えた場合、エラーメッセージを表示し、処理を中断します。64bit

版の Windows では、ほとんど制限はありません。詳しくはインストール説明書の「使用メモリの指定」を参照してく

ださい。 

 

10.5. 更新記録 

 

【0.06 2008/04/03】 

□ 基盤地図情報に対応しました。 

 

【0.07 2008/04/11】 

□ メニュー[TIN]-[TIN 作成]を追加しました。 

 

【0.08 2008/04/19】 

□ メニュー[ファイル]-[開く JPGIS-XML DEM]を追加しました。 

□ メニュー[ツール]-[JPGIS-XML ラベル表示]を追加しました。 

 

【0.09 2008/06/04】 

□ メニュー[ツール]-[JPGIS-XML 地物リストアップ]を追加しました。 

□ メニュー[基盤地図情報]-[シフト表示]を追加しました。 

 

【0.10 2008/07/13】 

□ XML ファイルを開く際に、同じフォルダにスキーマファイル(.xsd)がなければ、インターネット上のス

キーマファイルを読むようにしました。 

□ 表示メニューおよびツールバーに垂直シフト表示を追加しました。 

 

【0.11 2008/07/26】 

□ 基盤地図情報の面(GM_Surface)の内周(interior)を表示するようにしました。 

 

【0.12 2008/11/13】 

□ Windows Vista(32bit,64bit)に対応しました。 
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【0.13 2008/11/19】 

□ Windows Vista でのダイアログの設定などを AppData/Roaming に記録するよう修正しました。 

 

【0.14 2009/02/12】 

□ DEM の JPGIS-XML の表示で、表示位置がずれることがある問題を修正しました。 

□ メニュー[ファイル]-[開く JPGIS-XML DEM]で平面直角座標系番号をダイアログで指定できるようにし

ました。 

 

【0.15 2009/03/28】 

□ 新メニュー[基盤地図情報 DEM変換]-[ XML をシェープファイル(BL)へ変換]を追加しました。 

□ 新メニュー[基盤地図情報 DEM変換]-[ XML をシェープファイル(XY)へ変換]を追加しました。 

□ 新メニュー[基盤地図情報 DEM変換]-[ XML を CSV ファイル(XY)へ変換]を追加しました。 

□ 新メニュー[基盤地図情報 DEM変換]-[ XML を SIMA 共通フォーマットファイル(XY)へ変換]を追加しま

した。 

□ メニュー[ファイル]-[開く JPGIS-XML DEM]で、.zip ファイルがリードできるようにしました。 

 

【0.16 2009/06/06】 

□ メニュー[基盤地図情報 DEM 変換]を廃止し、フリーソフト[基盤地図情報メッシュ変換]に移行しまし

た。http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se475709.html 

 

【0.17 2009/09/08】 

□ 国土地理院の公共測量ビューア・コンバータで DM から変換した XML に対応しました。 

 

【6.0.18 2010/05/28】 

□ Windows7 と Java6 に対応しました。 

 

【7.0.0 2012/08/06】 

□ Java7 に対応しました。 

 

【7.0.1 2012/10/10】 

□ 法務局の「地図 XML」の「筆」の表示を追加。 

 

【7.0.2 2012/11/22】 

□ 法務局の「地図 XML」の「図郭」の表示を追加。 

 

【8.0.0 2014/07/01】 

□ Windows8 へのインストール、Java8 での実行をサポート。 

□ Windows8 のタブレット対応、GPS 用のパネルを追加。 

 

【8.0.1 2014/07/10】 

□ メニュー[ファイル]-[開く 写真 Exif]を追加。 

 

【8.1.0 2015/11/15】 

□ 基盤地図情報の XML のリード速度を改良。 

 

【8.1.1 2016/01/07】 

□ XML の属性表示で、一部の属性が表示されない問題(8.1.0で発生)を修正。 

 

【8.1.2 2016/10/20】 

□ 法務局の地図 XML について、表示できないケースがあり、対応しました。 

 

【8.1.3 2016/12/20】 

□ メニュー「ヘルプ／ヘルプ表示ブラウザ指定」を追加しました。 

□ 法務局の地図 XML をシェープに変換を試用できるようにしました。 

 

【8.2.0 2019/03/28】 

□ .xml などのドラッグ・アンド・ドロップに対応 

 

【8.2.1 2020/10/01】 

□ 開く DEM ファイルを修正 

 

http://www.vector.co.jp/soft/winnt/business/se475709.html

